
令和４年度 第３回 弘前警察署協議会議事録の概要
開催日時 令和５年２月16日(金) 13:30～15:00
開催場所 弘前警察署 ４階講堂

宮崎晃一(会長)、片山要一(副会長)、田中千秋(副会長)、中野幸子、田中信一、
出席委員 工藤治子、藤田綾華、山本隆宏、今斉、大友幸恵、佐藤郁子、田中長佳、永澤義男

委員（５委員欠席）
１ 開会
２ 会長挨拶
３ 公安委員会委員長挨拶
４ 署長挨拶
５ 議事

概況説明
⑴ 特殊詐欺対策の強化
⑵ 交通事故防止活動の強化
⑶ 若手警察官の育成
⑷ 令和５年度弘前警察署活動重点（案）

６ 意見・要望等
「質問」冬期間における雪国特有の交通対策について
「回答」除雪に関しては道路管理者が実施しております。

信号機については、着雪しにくいフラット型 LED 信号機に更新し、信号機に着雪
があった場合、警察官や信号保守委託業者が除雪作業を行っています。
また、一時停止、横断歩道、車両進入禁止標識等の重要性の高い標識については、

除雪を道路管理者に依頼するとともに、信号と同様にブラシで雪を取り除いています。
横断歩道で、特に交通量の多い場合は、道路管理者へ除雪を依頼しています。
降雪や積雪等により、交通に支障がある場合などは、道路管理者へ情報提供や除雪

作業の依頼、通行止めを行うなど安全確保に努めています。

「質問」道路の速度制限の基準について
「回答」速度規制については、市街地、車線数、中央分離の有無、歩行者交通量により、基

準速度が設定されています。
基準速度は、安全性の保全、生活環境の保全、道路構造、沿道状況、交通特性等を

判断材料として、補正したうえで、規制速度を決定しています。
実勢速度等の現在の交通状況から３０㎞/ｈ、５０㎞/ｈ規制の廃止、及び４０㎞/ｈ

規制の短縮等の見直しを実施しています。

｢質問」歩行者の反射材の装着について
「回答」日没時間が早まる１０月以降に、夕方、夜間における歩行者被害の交通事故が多発

する傾向にあります。
警察では、反射材の着用を歩行者に啓発しており、自治体や交通安全協会などの交

通関係団体と連携して、反射リストバンドや靴用の反射テープ等を高齢者や児童に配
布しています。

｢質問」車両の前照灯活用について
「回答」ドライバーに対して、夕暮れ時の早めの点灯や前照灯の上向き点灯の励行を事業所

等に対する講習で呼び掛けしています。

「質問」チャイルドシート、ジュニアシートの着用について
「回答」チャイルドシートは乳児用シート、幼児用シート、児童用シートなど、子供の体型

に合わせて数種類あり、６歳未満の幼児への着用義務が定められています。
警察では大人用のシートベルトに合う体格に成長するまでは、児童用シートを利用

するよう推奨しています。

７ 代表者会議結果報告
８ 会長総括
９ 署長コメント
10 公安委員会委員長コメント
11 閉会

【開 催 状 況】


